平成28年度　第２回静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会　会議録

１  日時 　　平成28年12月26日（月） 午後２時00分～午後４時00分
２  場所     静岡庁舎　本館３階　第一委員会室
（静岡市葵区追手町5-1）
３  出席者
（委員）大塚玲委員（委員長）、森山明夫委員、小林繁一委員、
小長谷忠委員、稲葉明美委員、柴山綾委員、田形昌子委員、村田政義委員、中根辰也委員
（事務局）田形局次長兼健康福祉部長、吉永障害者福祉課長、村松地域リハビリテーション推進センター所長、松本こころの健康センター所長、藤田精神保健福祉課長、山田参与兼子ども未来課長、糠谷参与兼こども園課長、秋本参与兼子ども家庭課長、伏見子ども若者相談センター所長、梶山商業労政課雇用労働政策担当課長、川島学校教育課長、特別支援教育センター　仁藤所長、前田指導主事、静岡市発達障害者支援センター　前田所長、稲葉支援員、山川支援員、障害者福祉課　渡邊主幹兼係長、田中主任主事
４　欠席者　

（委員）大橋敬子委員、川名信夫委員、大澤恭史委員、杉山祐子
委員、大石眞理子委員、長谷川泰道委員
　　

（事務局）荒田児童相談所長
５　報告　（１）平成28年度第１回　成人期部会からの報告　　　　
６　議題　（１）「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」について
①パブリックコメントの概要及び結果と調整事項について
②「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」について
７　傍聴者　　　一般傍聴者　０人

報道機関　　１社

８  会議内容
開　会
（午後２時　開会）

（司会）

それでは定刻となりましたので、これより「平成28年度　第２回　静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会」を開会します。

私は、本日の司会進行を務めさせていただきます障害者福祉課　佐久間と申します。よろしくお願いいたします。

（司会より事務連絡）

（司会より事務局職員等紹介）

（司会）
議事に入ります前に、ここで会議の成立についてご報告をさせていただきます。

委員会の開催にあたりましては、静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会設置要綱第５条第２項の規定により、委員の半数以上の出席が必要となっております。

本日の出席委員は定数15名のうち、９名で、過半数を超えておりますので、会議は成立しておりますことをご報告いたします。
　それでは、これより先の議事につきましては、委員会設置要綱第４条第３項に基づき、委員長に議長として進行をお願いしたいと思います。
　大塚委員長、よろしくお願いいたします。

（大塚委員長）

　それでは、これより先の議事につきまして、議長を務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。

　議事に入ります前に、本日の委員会の公開についてお諮りいたします。

　お手元の次第をご覧ください。

　本日、ご審議いただきます案件、議題につきましては、非公開とする内容はございませんので、公開して協議したいと思いますが、ご異議ございませんか。
（各委員）

異議なし
（大塚委員長）

　ありがとうございました。

　それでは、早速ですが次第の２　報告　に入ります。
２　報告（１）平成28年度第１回　成人期部会からの報告
（大塚委員長）

　報告　（１）平成28年度第１回　成人期部会からの報告　につきまして、事務局より説明をお願いします。よろしくお願いします。

～障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明～

（大塚委員長）

ありがとうございました。ただいまのご説明に関しまして、何かご意見、ご質問等がありましたらお願いします。
よろしいでしょうか。

それでは、次第の３に入りたいと思います。

３　議題（１）「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」について　
①　パブリックコメントの概要及び結果と調整事項について　
（大塚委員長）

議題（１）「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」の内、①パブリックコメントの概要及び結果と調整事項について、事務局より説明をお願いします。

～障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明～
（大塚委員長）

　ありがとうございました。ただ今のご説明について、ご質問、ご意見ございましたら、お願いします。

（中根委員）
　ハローワーク清水の中根でございます。
　パブリックコメントの説明をいただきまして、募集期間を過ぎた後、期間外ですね、１件の意見・要望がありました、という説明がありましたが、もし分かりましたら閲覧の数ですとか、ホームページの閲覧の数ですとか、教えていただきたいと思います。というのは、どれくらいの市民の方がこのパブリックコメントに対してご覧になられたのか、意見として挙がった数は０ではあるけれども、全体としてどれくらいの方が見ていただいたのか分かれば教えて欲しいと思います。
（大塚委員長）

　お願いします。
（渡邊障害者福祉課主幹兼係長）

　はい、閲覧の数については把握はしておりません。こちらの方では、ちょっと分からないので、すみません。
(大塚委員長)
　ほかにいかがでしょうか。
（大塚委員長）

では、私の方から今のご質問に関連して伺ってよろしいでしょうか。
今回のパブリックコメントが０件ということですが、他のいろんな施策についても静岡市でパブリックコメントを求めているかと思うのですが、それも同じようにパブリックコメントが少ない、ということなのでしょうか。
それから、このパブリックコメントはどのように市民の方に周知されたか、ご説明をいただければと思います。

（渡邊障害者福祉課主幹兼係長）

　事務局よりご説明いたします。
他の施策についての状況は全部分かっているわけではないのですが、端的に言えばそのように言えるかと思います。ちょっと今すぐに件数はお答えできないのですが、周知の方法につきましてはホームページに載っていることとか、新聞報道等をさせていただきまして、静岡新聞に掲載をさせていただき、後は時事通信社の方から取材を受けまして、時事通信社のホームページの方でも取り上げていただきました。
それと、ほかの関係する方に「新聞を見たよ」というようなお話を伺ったり、新聞報道があった翌日に一般市民の方からこういった発達についての記事があったけれども、指針のことよりも「子どもがどういった支援を受けられるのか」とか、「発達障がいという診断を受けたばかりでこれからのことがとても不安だから、どこへ行ったらいいですか」というようなお問い合わせがありまして、私の方では障がいに関することならば「きらり」をご案内して、学校生活の相談でしたら特別支援教育センターをご案内させていただきました。パブリックコメントの基本指針についてのご意見はなかったのですが、報道したことにより、それぞれの方が見ていただいて、静岡市が発達の支援のための動きを見せているかな、というところのご意見をいただいたりとか、感想をいただいたりということがありました。
（大塚委員長）

ありがとうございました。
（柴山委員）
　ペアレントメンター代表の柴山と申します。お世話になります。
私は静岡新聞に載った記事を見たのですが、周りのお母さん友達、というかそういう人達にもっと知ってもらいたいな、意見を欲しいなと言っていたのですが、皆さん結構そこまで見ていなくて、「載ってたよ」ということで新聞のコピーを周りに配ったりしました。そこから、ホームページとかも見てもらったのですが、ホームページからパブリックコメントを実際に書く、というか意見を出すところに辿り着くまでがとても分かりにくかったです。ホームページを見て「今これ募集していますよ」というのがバーンッ！と出てきていたわけでもなかったですよね。すごく入口が分かりにくくて、お母さん達にも「どこから入ったの？」と言われて、入口が複雑だったことと、そこがもう少し分かりやすく「ここからいけばすぐに入れるよ」というのがあったら良かったなと思いました。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。

（田形委員）

　静岡市静岡手をつなぐ育成会、田形です。
コメントが０件だったというのはとても残念だなと思ったのですが、この意見応募様式というのを見て、漢字がすごくいっぱいで分かりにくいというのが１つあるかなと思いました。私たちはこうして会議に出させていただいて、なんとか教えていただいて、分かるところもあるのですが、まず「パブリックって何？」みたいなところから入る方も多いかと思います。そこで、基本指針を見てご意見くださいと言われても「何をどう言ったらいいか分からない」という方も大勢いらっしゃるかと思います。「ここに当てはめてこれについて意見をください」というよりも、「とりあえず意見として何が一番欲しいですか？」というところを聞いて、それをどこに当てはまるかこちらの方ではめていく、という作業の方が、最初から様式を作るよりも、意見として求められて答えられやすいと思いますので、形式を変えてみたらどうかなと思いました。そして、せっかくこうして会議を行っているので、うちの育成会の方でも「きんもくせい」さんとか「親の会」さんとか会がいっぱいあるので、そういうところで「これについて意見聞かせて？」というような、ホームページとか市役所とか大きなところよりもまずは小さなところから意見を拾っていった方が良かったかなと、私も育成会で話をしてみれば良かったかな、と今思っているのですが、そういうところから段々に広げていった方がいいかなと思います。とにかく、こうパッ！と見て、一言で言うと難しいかなと思います。住所・氏名を書くのは当然と言えば当然なのですが、「とりあえず匿名でもいいから話を聞かせて」というようなところもあればいいのかなと思います。どうですかね。色んな面で難しいですかね。名前を書くとなるとなかなかハードルが高くなってしまうこともあると思うのですが、その辺の兼ね合いが難しいのかなとは思いますが、どうでしょうか？と思いました。

（渡邊障害者福祉課主幹兼係長）
　事務局より説明させていただきます。
　「パブリックコメント」というのが市としての手続が決まっていまして、「意見を募集様式に名前と住所を明らかにして求める、ここに書き切れない分については別紙でもよい」というやり方になっています。そこが約束事になっていまして、今回はこの指針の内容についてのご意見を伺うところでした。この基本指針は、今の発達障がい支援の共通の考え方とか支援がどんなものがあるかというのをまとめたものでございます。「こういうところをこういうふうにやったらいいんじゃないか」とか、後は「こういったご相談はどこへ行ったらいいか」というのをもう少し分かりやすくしていくのは、来年度以降の段階だと思っておりますので、そのようなことで各団体さんからご意見がありましたら、お気軽に障害者福祉課、または「きらり」までご意見をお寄せいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。
（大塚委員長）

　パブリックコメントの概要について今いろいろ委員からご意見を伺いましたが、調整事項についてですね、資料２の方の調整事項…例えば教育委員会等からの修正提案がございますが、５ページからいろいろ修正しておりますが、これについてもご確認いただいて、委員の皆様からご意見をいただきたいと思います。いかがでしょうか。
（渡邊障害者福祉課主幹兼係長）

　委員長、すみません。「きらり」から乳幼児期のところの追加修正のご要望があったので、前田先生からご説明いただきたいと思います。資料３で言いますと19ページの「全体像」のところです。
（前田所長）
　すみません。細かなところで少し訂正をしていただきたいなと思います。よろしくお願いします。
　「基本理念・基本的視点」と13ページから順番に追っていってください。「全体像」の次の19ページなのですが、「全体像【基本指針】」という中で乳幼児期の、早い時期の気づきの理解ということで、支援の前を充実させたいという思いで書いたのだと思うのですが、乳幼児期のライフステージごとの理念「早期の気づき・理解」と書いてありますが、やっぱりここに「支援」という言葉もついた方がいいのではないかと思うので、「理解・支援のために」というふうに入れたいと思います。それから、「支援の方向」の中で１行目を「気になる子への気づきと理解と支援」と、ここにも「支援」を入れて欲しいなと思います。細かなことですが、23ページも同じで乳幼児期には「早期の気づき・理解のために」だけではなく、やはり「支援」を入れていただきたいので「（１）乳幼児期／ライフステージの理念「早期の気づき・理解・支援のために」としていただきたいです。それに関係して24ページの「支援の方向」というところでもライフステージの理念のところに「早期の気づき・理解・支援のために」を追加してください。それから27ページも同じで「早期の気づき・理解・支援」と入れていただきたいです。同じく29ページも乳幼児期「早期の気づき・理解」ではなく、そこには「支援」と入って欲しいので、ここにも「・支援」を足したいと思います。
　それから、31ページですが【コラム３】の下「ペアレントメンターには研修を実施するほか、地域サポーター養成研修では」というところで「保育士、学校教諭」となっていますが、幼稚園の先生方もご支援いただいているので、できれば「幼稚園教諭」というのも足していただきたいと思います。
　それから、「学齢期」のところで35ページになりますが、支援する側の立場で、子供と家族に寄り添っていく立場から提案させてください。「基本的視点①」の「小学校期　児童への支援」の中の最初の「自分らしく歩む」というところで「個別学習に対する柔軟な対応コミュニケーション支援」と書いてあるのですが、その支援の内容として（感謝や挨拶が自然にできる人へ）というふうに書いてありますが、私はできれば自分の思いや気持ちを伝えることができる、そういったコミュニケーションというところをまずちゃんとさせてから、周囲への伝え方というところがあるので、「自分の思いを伝える」ということを「感謝」の前にぜひ入れていただきたいな、というふうに思います。自分の思いとかそういったものを伝えることができて、初めて周囲に対しての気持ちや関わっていくことができるのかなと思います。
（大塚委員長）
　すみません、今の何ページかもう一度お願いします。
（前田所長）
　ごめんなさい。学齢期のところ、35ページの「基本的視点①　小学校期　児童への支援」というところです。「自分らしく歩む」というところでコミュニケーション支援の内容として、周囲への感謝や挨拶、というのが出ているのですが、コミュニケーション支援のところで是非「自分の思いや気持ちを相手に伝える」という、そこがその前に入って欲しいな、と思うので「自分の思いを伝える」ということを「感謝」の前に入れて欲しいです。
　それから、38ページの先ほどの全体像と同じですが「乳幼児期　早期の気づき・理解のために」そこに「・支援」を入れてください。
　それから、すみません、全体の表のところで50ページですね、「きらり」の内容のところで園のところを「園（個別訪問・巡回相談）」という風にさせていただきたいと思います。「園訪問」の内容のところで「巡回相談」が入った方が分かりやすいかなという気がします。
　もう１つ52ページですが、ちょっと戻りますが、45ページのところの学齢期支援の中で、学齢期から成人期で支援をしていくというところでは「こころの健康センター」が入っています。うつの方もいらっしゃるし、そういう方の中に発達障がいを持ってらっしゃる方もいらっしゃるので、45ページの学齢期から成人期への支援のところでは、成人期の支援の連携機関としても「こころの健康センター」と書かれているのですが、最後の52ページのところにできれば「子ども若者相談センター」の左側に「こころの健康センター」が入ればな、と思うのと、51ページも「子ども若者相談センター」の左側に「こころの健康センター」が入って、そこも一緒に連携していけたらな、と思います。よろしくお願いします。
（大塚委員長）
　今いくつか修正案が提案されましたが、いかがでしょうか。よろしいでしょうか。
　委員の皆様からもお気づきの点等ございましたら、お願いします。
（森山委員）

よろしいですか。
（大塚委員長）

　はい、お願いします。

（森山委員）

　47ページの「【コラム７】障がい理解のために」というところなのですが、これは内閣府の「政府広報オンライン」というホームページからとったものかと思うのですが、このホームページを見てみました。そうしますと、そこには「発達障がいってなんだろう」というページが出てきます。そして、そこに「理解する」「気づく」「配慮する」「相談する」という４つの項目がありまして、その中の「配慮する」という項目をクリックしますと、ここに書いてあるようなことが書いてありました。ちょっと読んでみますと「できたことをほめる／できないことを叱らない」「視覚的な情報を提示して説明する」「安心できる環境を整える」「具体的に伝える」と４つが書かれているのですが、さらにホームページを見ますとあと２つあるんですね。その２つというのが「善悪やルールをはっきりと教える」「発達障がいの子どもを温かく見守る」であり、全部で６つの項目がありました。その最後の「発達障がいの子どもを温かく見守る」というところにはですね、ちょっと読ませてもらいますが「子どもが騒いだり、パニックを起こしたりしているとき、「なぜ親は叱らないんだ」といら立つ場合があるかもしれません。しかし、発達障がいの子の中には、少しの時間待つことで無理に叱るよりも早く混乱から抜け出せることもあります。周囲の人にこうした知識があるだけで、本人も家族も楽になります。」とこう書いてあります。発達障がいを持った人達が社会で暮らしていく上で、実はこれが１番重要なことではないかと私は思います。ちょっと話が飛びますけども「療育の父」と言われる高木憲次先生という方がいますが、この先生の言葉に「好意の無関心」という言葉があります。これは肢体不自由児を対象とした言葉ですが「障がいを持っている人を見かけたら、ジロジロ見るんじゃない。好意の無関心を装え。」良い意味での無関心を装いなさい、ということです。ただし、「もしもその人が困っているならば、その時は駆けつけて積極的に援助をしなさい」という意味のことを仰っています。「障がいの特性を理解した上で温かく見守りなさい」というこの意識が世間の人達に広まれば、障がいを持っている人、あるいはその家族にとって大変住みやすい世の中になるのではないか、というふうに私は思っております。何故、この項目が抜けたのかをお聞きしたいのと、次の48ページは白紙ですから、そこに是非載せていただきたいなと思って発言させていただきました。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。いかがでしょうか。

（渡邊障害者福祉課主幹兼係長）

　すみません。項目が抜けたこと、大変申し訳ございません。主にはお付き合いの仕方のところを伝えたかったというのがありまして、全部このページに収めるといったところもあったのですが、今一番最後の項目が重要である、というご意見をいただきまして、確かにその通りだと思いますので、後ろも１ページ空いておりますし、是非追加させていただきたいと思います。
（大塚委員長）

　よろしくお願い致します。他にいかがでしょうか。
　それでは、またお気づきの点が出ましたら、後からでもご意見をいただければと思います。
　では、議題のうち（１）②「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」について、事務局より説明をお願い致します。
３　議題（１）「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」について　
②　「（仮）静岡市発達支援のための基本指針」について　
～　障害者福祉課　渡邊主幹兼係長より説明　～

（大塚委員長）
　ただいまの説明に対しまして、ご意見・ご質問がありましたら、お願いいたします。
　委員の皆様からは、特に資料３の19ページをご覧いただきたいと思います。全体像の中の基本指針の部分でございます。特にこの部分についての文言について、ご意見いただければと思います。
先ほど前田先生の方からは乳幼児期の「ライフステージごとの理念」のところで、「早期の気づき・理解」その後に「・支援のために」と「支援」を付け加えたいというご提案でした。それから「支援の方向」についても「気になる子への気づきと理解」その後に「と支援」という言葉を付け加えたいというご提案でした。
それから、学齢期のところでございますが、理念として「個性にあわせた支援のために」ということで、支援の方向として「個性にあわせた支援」「成長にあわせた支援」とございますが、この「個性」という言葉ですが、これは「特性」とすると障がいをイメージしやすい為に「個性」という風に捉えて表現しておりますが、一方で「個性」というふうな表現の仕方をすることで「支援の必要性がなくなるのではないか」というご意見もあり、これについても「個性」を使うのか「特性」を使うのか、ご意見を委員の皆様から伺いたいということでございます。あるいは「個性」とか「特性」という言葉はここでは使わないという考え方もあるかと、別の表現にするかという考えもあるかと思いますが、この点も含めてご意見をいただければと思います。
では、いかがでしょうか。ご家族の視点から稲葉委員、何か意見ございますか。

（稲葉委員）

　「個性」とか「特性」に関してでしょうか。
（大塚委員長）

　全体のことでも、そのことでも他の点でも結構です。何か気づいた点があればお願いします。
（稲葉委員）

　本人にとってどうか、家族にとってどうかというニュアンスが入ってくるとありがたいかな、と思うのですが、「個性」がいいのか「特性」がいいのか、それ以外の言葉がいいのか…どの言葉がいいのかちょっとここで即断はできないです。
（大塚委員長）
　ありがとうございます。19ページの全体像について他の点はよろしいですか。
（稲葉委員）

　はい。
（大塚委員長）

　柴山委員ご意見ございますでしょうか。今の点でも、あるいはその他の点でも結構ですが。
（柴山委員）

　すごく「個性」と「特性」というところが難しくて、変な言い方ですが、本当に小さい子がどういうふうにこの先化けるか分からないというか、「そのうち何も問題なくなるんじゃないか」というのは、親はとても希望として持ち続けているので、絶対「特性」というよりは「個性だ、個性だ」というし、そういう子を持つ親としては小さい頃だと「個性」というふうに表現はして欲しいです。ただ、だんだん見えてくるとやっぱりこれは元々持っていたものなのかなとか、しかも「個性」の一言で片づけるにはやっぱりちょっと支援が必要になったりします。学齢期のところで「発達の特性を個性として捉え」というところがあるので、正にその通りなので、どちらかというのが難しくて、合わせた方がいいんですかね。こう変化をしていくものなのかな、というのも家族の視点としてはあるのですが、どうでしょう。
（大塚委員長）

　田形委員はご意見ありましたら、お願いします。
（田形委員）
　個人的な意見なのですが、世の中の流れでなんでもかんでも「個性、個性」と言うことに、私はすごくためらいを感じています。例えばスーパーですごく暴れているようなお子さんたちを咎めない親御さん、もしかしたら、先ほど言われたような発達系のお子さんかもしれないし、それはちょっと分からないのですが「あれもうちの子の個性だから」みたいな流れになっているのがすごく急を要するところではあります。「個性」という言葉をあまりこう簡単に、便利な言葉ではありますが、使うのに対して私は個人的にはあまり賛成はできないです。いっそのこと「個性」という言葉をやめて「ひとりひとりに合わせた」とか、そういうちょっとやさしめの言葉にしたらどうかな、というふうに思います。さきほど柴山委員が仰っていたように特に統一することもないかな、と思います。「こことここが違うじゃないか」と重箱の隅をつつくような方もいらっしゃらないかと思うし、年齢と共に変わっていくものだし、親の受け入れ方もだんだん変わっていくものだと思うので、特にここはずっと通して同じ言葉を使わなくてはいけないものでもないかと思うので、「個性」「特性」は「ひとりひとり」でもいいかと思うのですが、「特性」という言葉ではない方が親としては、あたりはいいかな、というふうに思います。大きくなってきたら「特性」でいいかな、そこを認めることが第一歩かな、とも思いますので、そのような感じです。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。ただいまのことに関連して、あるいは別のことでも結構ですので、この19ページに関係する、中の文言についてご意見があればお願いしたいと思います。

（小長谷委員）

　うみのこセンターの小長谷です。「個性」という表現は本当にやさしくていいと思いますが、乳幼児期、学齢期、成人期に共通して言える言葉が「発達」という言葉だと思うので、もしその言葉を変えるということであれば、「個々の発達に合わせた支援のために」という風にした方が１番分かりやすくなるかな、と思いました。
（大塚委員長）
　他の点でも結構ですので、いかがでしょうか。
　小林委員いかがでしょうか。何かご意見がありましたら、お願いします。
（小林委員）

　そうですね、個性…なんと言ったらいいのか…24ページの学齢期のところに「発達の特性を個性として捉える」と書いてあり、なんとなく議論の中で「個性」と言うといいものだ、「特性」と言うとなんか悪いものだ、というようなニュアンスが言葉についているような感じですが、「それがこの子の属性なんだ、その子にくっついているものだ」というようなことで、どうしてもこだわりが出るようであれば、確かに「発達に合わせた」というのはいい言い方かもしれないな、と思いました。その発達というのが、ある時点から見れば確かに平均から外れているとか、そういうことがありますが、年齢が経ってみると普通と言われる中に入っている、というように非常に変化するものなのです。ですから、そういうことを考えるとその子固有、というふうに言い切ってしまわなくてもいいのかもしれない、というような気がします。あまり「個性」とか「特性」というのを24ページで言い換えると、「特性」を「個性」と言って「個性にあわせた」と言っているが、結局は「特性にあわせた」になります。なんだか複雑に言っていて、抜いてしまってもいいような文章で、ただし心理的には「個性」と言ってもらえたら少し嬉しい、といった感覚が多分あるのですが、あまりそこでごちゃごちゃしない方が寧ろいいような気がするので「発達にあわせた」でいいかもしれないですね。私も「必要にあわせて」みたいなのを思ったのですが、みんな言っていることはそんなに違ってないので、「発達」がわかりやすいかなというふうに思いました。後は「個性」とか「特性」とか同じような言葉を使うようであれば、言葉を使い分けない方がいいかなと思います。全体では「個性」と言い、個々に言ったら「特性」と言う、というような言い方ではない方がいいかと思います。
　それから、成人期の方の「自立した生活を送るために」、25ページの上の方ですね、ここだと今度は「発達の特性に応じた」となるのですが、ここで本当は「発達の特性を個性として捉え、個性に応じた適切な就労…」という言葉が成り立つのかなという気がします。ちょっとずれるかもしれませんが、自分が外来をやっていて患者さんやそのご家族は「いろんなことで上手くいかなくて困る」というふうに言っていらっしゃるのですが、それをどうやって平均的に追いつくか、という発想にどうしてもなるんですね。みんなができていることをできるようになって欲しい、それは当然のことなのですが、それだけ考えていくと、支援をすることでなんとなく追いつく、というイメージがあるのですが、本当に追いつくのに物凄く時間がかかるし、その追いつく、という形でいくと結局は平均レベルにいくかいかないかなんです。そうやって考えていると社会に出る時に本人の個性とか能力というか、持っている力を出す、というのをずっと忘れていて、そこにきて「もう社会に出なくちゃ」となっている気がして、最近思うのは、ずっと好きなことばかりやっていて、教室で先生のいうことを聞いていないとかですね、それを特性と言ってもいいし、個性と言ってもいいんですけど、それが大人になる時にどういうふうにどこに行ったら一番役に立つんだろう、ということをずっと小さい時から考えていった方がいいのではないか、というふうに思っています。個性と言ってもいいのですが、なんていうのかな、つまりできていないところに注目することを少し、そこはなんとか社会を生きていく為の、必要なところまではいってほしいけれども、それと一緒にやっぱりどうやって世の中で生きていくのか、ということをずっと考えていくことが必要かな、というふうに思います。そういう意味では確かに個性というのかな、本人の個性なり特性を考えながらずっと支援するということを、家族は当然そんなことを考えて育てていくと思うのですが、多分正直言って家族の方も最初のうちはそんなことは考えられなくて「どうしよう、みんなと同じことができない」ということで動転しているのではないかと思うんです。だから、その時でもやっぱり支援する側は「将来こういうことは身につける必要があるけれども、それ以外に生きる力をつけましょう。」と早くから言ってあげた方がいいかな、と最近思うようになったことです。すみません、ちょっと脱線しました。
（大塚委員長）
ありがとうございます。

それでは、他の点でも結構ですが、村田委員何かお気づきの点、修正等のご意見があればお願いします。
（村田委員）

　ハローワーク静岡の村田でございます。
　他のというのもなく、今の「個性」と「特性」の件につきましては、各委員からお話がありましたけれども、私も同じように思います。「個性」と「特性」という言葉にある種の思い入れを持って、理解をされようとする方とそうでない方といて、これは言葉に対するイメージや思い入れというのはそれぞれの方がお持ちになられているので、それがいいとか悪いとかの話ではないと思いますので、そこをあまり現実に使い分けようとすると非常に難しいことになるのではないかな、というふうに思います。したがって、今ご意見がありました「個々の発達にあわせる」とか、それもいろいろなイメージが湧いてきて、なかなか統一したイメージ像を描けない、ということであれば「おひとりおひとりにあわせた」というような形の表現をされたらどうかなと思います。単純に言って申し訳ないのですが、この文章だけでいうと「個性」「特性」はおかしいと思います。特に「個性」はおかしくなってくるのではないかと思います。すべて「特性」のことを言っているような気がしますので、それであるならばやっぱり「おひとりおひとり」とか「個々の発達にあわせた」というような、そのような表現が多くの方の納得が得られるところではないかな、と思ったところです。以上です。
（大塚委員長）

　ありがとうございます。成人期についてはご意見ありますでしょうか。
（村田委員）

　成人期については、私どもハローワークでございますから、就労支援については、特別成人期だけではなく、中学校卒業から社会に出られる方もいらっしゃいますので、中学卒業期、それから高校を卒業される、短大・大学を卒業される、そういうようなところで就労に向けて支援をさせていただいております。私どもも通常の心構えではございますけれども、これは全ておいでになられる方、仕事をしたいということに関して、それが正常にできるように、ということで応援をさせていただきますが、その中でそれぞれ皆様の事情がある、能力的にもいろんな面で、その方その方それぞれにいろんな諸状況というのがあります。そのことに関して、私共はいつも相談をさせていただきながら、理解をし、就労支援をするわけですが、そういう中で、私共だけでは例えば障がいの理解とか、そういったことに関してもなんでも分かるといった、そういうことにはならないわけですから、これから日常生活を送っていく中でも仕事だけではない世界がありますので、そういったことも含めて支援をする、相談を受ける仕事なので、そういう意味でより多くの連携機関の皆様と相談をしていって、なんでも聞ける・連携し合える、ということがとても大切だというふうに思います。ですから、この「地域生活が安心して送れる支援」というのはとても重要だな、というふうに思ったところです。
（大塚委員長）

　ありがとうございました。中根委員ご意見ありましたらお願いします。
（中根委員）

字句の関係ですが、25ページの成人期の最初の説明書きのところで「発達の特性に応じた適切な就労の機会が確保できるよう就職相談や就労移行支援を行ない」というところで、ここでは「就職相談」という字句で表現いただいているのですが、46ページのイメージ図の１番最初のところには「職業相談」でハローワーク、またそれ以外にも就業・生活支援センターというくくりがあります。もうひとつ１番最後の52ページのところでですね、同じく支援の一覧のところのハローワークの縦軸のところが「障害者の就職相談」ということで、我々はよく相談ということでは「職業相談」という言葉を使うわけですが、支援員の方が分かりやすく内容がイメージできるものであれば我々が常に使っている「職業相談」でなくても「就職相談」でも構わないとは思いますが、ここと先ほどの46ページのところの「職業相談」という言葉を使っているところは統一してもいいのかなと思いました。
　それと先ほどの基本指針の話に戻りますが、学齢期の支援の方向についてですが、ステージの理念のところでは「支援のために」とありますが、支援の方向としては「個性に合わせた支援」ということで同じことが続くものですから、やっぱりライフステージの理念のところは、いろいろ委員から意見が出ていたような「個性」という支援の方向と被らない表現が分かりやすくなるのかな、というふうに思います。以上です。
（大塚委員長）
　ありがとうございました。
今ご指摘いただいたのは、「就職相談」という言葉と「職業相談」という言葉の２つを使っているというご指摘だったのですが、これは統一したほうがよろしいでしょうか。どうでしょうか。
（中根委員）

自分はどちらの言葉でもいいのですが、同じことを伝えようとしているのなら統一した方がいいかと思います。
（大塚委員長）
　同じ内容ですね、内容的には。
（中根委員）
　それであれば統一した方がいいと思います。
（大塚委員長）
　統一した方がいいとすれば、「職業相談」という言い方の方がよろしいということでしょうか。

（中根委員）
　それは、我々業務の中では一般的に「職業相談」という言葉を使うのですが、市民の皆様がどちらの方がイメージしやすいかというと、「就職相談」とか「就労」とかそういう「働く」という言葉がしっかりと出た方が「働く」というイメージがしやすいのであれば、そちらでも構わないですし、そちらの方がいいのかなというふうに思います。
（大塚委員長）
　どうでしょうか。
　ここの中身に関しては事務局で検討していただいて、ご家族の関係者の方で「職業相談」だと分かりにくいとか「就職相談」の方が分かりやすいとか、特にありますか。なければ、統一した文言にした方がいいかと思います。統一するといった方向でよろしいですか。
（各委員）

異議なし
（大塚委員長）
　では、事務局の方で検討していただければと思います。
　それから、もうひとつは学齢期のところで先ほど委員からいろいろ意見をいただきまして、ライフステージごとの理念で「個性にあわせた支援ために」というよりも「個々の発達にあわせた支援」の方がよろしいのではないか、というご意見が多かったと思いますが、支援の方向にも「個性にあわせた支援」という同じものがあります。ここも「個々の発達にあわせた支援」となると、ちょっと下の「成長にあわせた支援」とダブっているように思いますので、そして理念と方向が重なってしまいますので、そこはどちらか一方を「個々の発達にあわせた」にして、どちらか一方は別の文言に変えてしまう、というふうにした方がいいのではないかと私も思いますが、いかがでしょうか。
　中根委員今の件に関して何かご提案はありますか。
（中根委員）

　私は理念の方を「個性」から「個々の発達」か「発達の特性」か「ひとりひとり」に変えて、支援の方向については現状のままでいいのではないかと思います。
（大塚委員長）
　支援の方向は現状のままで「個性にあわせた支援」「成長にあわせた支援」ということですか。いかがでしょうか。
（田形委員）
　「個性にあわせた支援」というのはそれぞれの特性、それぞれが違うからそれぞれにあわせた支援、ということで、「成長にあわせた支援」というのはそれぞれの子もそれぞれ成長するので、それにあわせた支援ということで２つあると思うので、ライフステージごとの理念は「個々の発達にあわせた支援のために」にして、支援の方向としては「個々にあわせた支援」と「発達にあわせた」もしくは「成長にあわせた支援」というふうに２つに分けたらどうかなと思います。縦方向と横方向があるということを仰りたいのかなと思いますので、いかがでしょうか。もっと違う言葉があるかもしれないですが。
（大塚委員長）
　いかがでしょうか。
　理念の方は「個々の発達にあわせた支援のために」として、支援の方向は「個々にあわせた支援」とか、「成長にあわせた支援」と「発達にあわせた支援」ですね。
　小林委員いかがでしょうか。

（小林委員）
　そうですね、よく分からなくなってきましたけど「発達にあわせる」と言うだけで私はなんとなく「個々」が含まれてるかな、という気がします。支援の方向で「成長にあわせる」というとその子の成長のステージみたいなものがあるので、どういうことが必要になってきているかという…年齢とかどの段階でいくかとか、そういうことをある程度考慮していくので、「成長」というとそういう年齢段階みたいなものがイメージされます。「個々」というとひとりひとり違いがあるので、全体として単純化するために理念の方が「発達にあわせた支援」で方向としてここも「発達にあわせた支援」と言ってもいいのかな、という感じです。
（大塚委員長）
　森山委員、ご意見ありますでしょうか。
（森山委員）
　また「個性」と「特性」に戻ってしまいますが、「発達障がい」というのは今やひとつの疾患として認識されているわけですね。その点からすると疾患特有の、共通の特性というのがあって、それでその子どもにもまた子どもの個性というものがあるわけです。それぞれの「個々の発達にあわせた」というと「疾患特性」と「それぞれの個性」があって、「その子の発達にあわせた」という意味になるのではないかな、というふうに思って聞いていました。共通の疾患特性というのは、疾患特有の共通の特性というのを考える一方で、個人の個性ということをやっぱり一方で考えて、その人の全体を両方から見ていく必要があるのではないのかな、と思います。ちょっとお答えになりませんが。
（大塚委員長）
　ありがとうございます。他にいかがでしょうか。
　今のお話ですと、「特性にあわせた支援」という考え方があっても良いというようなことですかね。
（森山委員）
　そうですね。
（大塚委員長）
　いろいろご意見があったかと思いますが、今の点、あるいは他の点でも結構ですが、どうでしょう。

　それでは、この19ページの発達支援のための基本指針ですが、本日の委員会が最終審議になる、ということにございますので、この文言ひとつひとつを確認させていただきたいと思います。もし、ご意見等ございましたら、その都度お願いします。

　まず、タイトルですが「静岡市発達支援のための基本指針」ということで、基本的理念が「共生～みんなで生きていくために～」ということでございますが、よろしいでしょうか。そして基本的視点が３つございます。「①本人への支援「自分らしく歩む」　②家族等への支援「こころに寄り添う」　③切れ目ない支援「つなげる・社会で支える」でございますが、この点に関していかがでしょうか。
　それでは、ライフステージごとの理念と支援の方向ですが、まず乳幼児期ですが、理念は「早期の気づき・理解・支援のために」、支援の方向が１つ目が「気になる子への気づきと理解と支援」２つ目が「気軽に相談できる場所づくり」３つ目が「幼児期の教育・保育（こども園・保育園・幼稚園）における支援」とあります。乳幼児期についていかがでしょうか。よろしいでしょうか。
　次に学齢期ですが、これは委員の皆様から色々なご意見をいただきましたが、まず理念については「個々の発達にあわせた支援のために」というようなご意見が多かったように思いますが、よろしいでしょうか。支援の方向についてはこれもいろいろご意見いただいたのですが、これはまだ「これがいい」というような確定、といいますか多くが一致した意見ではないのですが、いろいろいただいた意見を私の方で言いますと、まず「個々にあわせた支援」それから「特性にあわせた支援」それから「成長にあわせた支援」そして「発達にあわせた支援」、というふうに４つほど出てきましたが、どれがいい、というような一致した意見をまだいただいておりません。この点はいかがでしょうか。あるいは「ひとりひとりにあわせた支援」というようなご意見もいただいております。特にこの学齢期の支援の方向についてご意見がありましたら、お願いします。
（森山委員）
　この場合の「個性」というのは、これは「特性」を含んでいる、というふうに考えてよろしいでしょうか。それとも、そうでなければ「個性にあわせた支援」と「特性にあわせた支援」はですね、横並びで並列させる、というような考え方もあるかと思うのですが。
（大塚委員長）
　今の点につきましては、先ほど小林委員の方から24ページですが、学齢期の最初の「発達の特性を個性として捉え」というところは、削除したほうがいいのではないか、という意見だったと記憶しておりますが、いかがですか。これはこのままでいいですか。
（小林委員）
　１行言い換えているけれども、あまり言い換える理由はないかな、という感じがするので、私としては２つのこの言葉は統一といった形、どちらかというと最終的に両方使わない方がいいかな、という気が私はしています。少なくとも言い換えをする理由はあまりないのではないかな、というふうに思います。
（大塚委員長）
　もし、そういうご意見が多いようでしたら、ここのところを削除して「個性」と「特性」を併記するということでしょうか。
（小林委員）
　いえ、両方使わないで、例えばここのライフステージごとの理念のところも「発達にあわせた支援のために」で「発達に合わせた支援をしていきます」というだけです。
（大塚委員長）
　「個性」と「特性」を使わない、というご意見ですね。
（小林委員）

　はい。
（大塚委員長）
　この点についてご意見があればお願いします。
　そうしますと、支援の方向を整理しますと「発達にあわせた支援」それから「成長にあわせた支援」ということになりますが。
（小林委員）
　そうですね、「個性」とか「特性」というのは本人にとって本質的な何かがあるだろう、ということを想定しているのですが、対応するときは行動で表れて本人ができていないことをどうやってできるようにしようか、それだけになってくる、実際はそういうことだと思うのです。だから、そこに当然だけれども「発達にあわせた」というと当人の発達なので、「その人の」というのが絶対に入ると思うので、そこにもう１つ「個性」とかいう理由はあまりないかな、という気がするということです。
（大塚委員長）

　いかがでしょうか。もう一度整理します。学齢期の支援の方向については「発達にあわせた支援」ということで、その中にも「個性」とか「特性」という意味合いが含まれている、ということで「発達」という言い方をする。それから「成長にあわせた支援」というのは、小学校だとか中学校だとかその年齢に応じた相応しい支援、というような意味合いがそこに込められている、というふうに私は感じて捉えましたが、この２つを支援の方向に入れる、ということでいかがでしょうか。
　よろしいでしょうか。それでは、その後の成人期ですが、理念が「自立した生活を送るために」支援の方向が「就労に向けての支援」「地域生活を安心して送るための支援」はよろしいでしょうか。
（田形委員）
　「就労に向けての支援」の並び、というかさらに「就労を継続させていくための支援」というのをぜひ入れていただきたいと思います。せっかく就労を支援しても続かなくて辞められる方が多いので、そちらの方が問題かな、と思っておりますので「就労に向けての支援」の並びに「就労を継続させていくための支援」をぜひお願いしたいです。

（大塚委員長）
　そうしますと、どういう言い方がいいですかね。「就労に向けて・継続するための支援」とかですか。
（田形委員）
　１つの文章にした方がいいですか。
（大塚委員長）
　別にした方がいいですかね。
（田形委員）
「就労に向けての支援・就労を継続させるための支援」だとおかしいですか。就労の括りで１つにした方がいいですか。

（大塚委員長）
　いかがですか。
（村田委員）
　今田形委員から意見があった「就労を継続する」ということは、就職をしてもそれで終わりではないものですから、その後の生活の方がよっぽど長い、という話でそれが継続できるかできないか、その方の生活の安定に非常に大きく関わってくる、と私共ハローワークの窓口でいつも思っているところで「継続をする」ということは非常に重要なことであり、それへの支援が非常に重要なことだなと思っております。一般的に「就労に向けての支援」という表現をしたときに「継続」を含めて、というふうになろうかと思いますけども、あえて「継続」という言葉をここで１つ項目としてたてるということも重要なことかな、というふうに思いました。
（大塚委員長）
　ありがとうございます。中根委員はいかがでしょうか。
（中根委員）
　同じです。
（大塚委員長）
　よろしいですか。それでは、「就労に向けての支援」の次に別立てで「就労を継続するための支援」でよろしいですか。
　では、その次の基盤整備です。これは理念が「未来につなげるために」支援の方向が「社会ぐるみでの理解と支援」「つなげる仕組みづくり」「支援する人の育成・専門性の向上」これについてはいかがでしょうか。

　よろしいでしょうか。では、この下が「支援体制」ということで「発達障害者支援体制整備検討委員会　特別支援連携協議会　関係機関との連携」ということでして、「横の連携」ということで「（保健、医療、福祉、教育、就労支援等と連携した支援）」ということでございますが、よろしいでしょうか。
　全体を通して何かご意見がございましたら、お願いします。
　よろしいでしょうか。それでは、修正部分については繰り返しませんが、資料３の19ページの基本指針ですが、委員の皆様からいただいたような修正を基本指針として策定するということにさせていただきたいと思います。これをもって基本指針としたいと思います。
基本指針は、これまで関係機関で行われてきました、様々な施策を一覧表でまとめ、関係機関の皆様が、共通の認識を持って発達支援にあたるよう基本的な考え方をとりまとめたものです。
　本日は委員の皆様からいろいろとご意見をいただきました。委員をはじめ、事務局の方々におかれましても、共通の認識のもと、関係機関との連携を深め支援施策にあたってのご協力をお願いしたいと思います。
それでは、特に全体を通してのご意見等がないようでしたら、本日の議事はこれで終了したいと思います。委員の皆様におかれましては、円滑な進行にご協力いただきましてありがとうございました。

　それでは、進行を司会にお返しします。

（司会）

　大塚委員長、ありがとうございました。

　また、委員の皆様におかれましても、長時間にわたりご審議いただき、ありがとうございました。

　本日、委員の皆様からいただきましたご意見につきましては、今後の静岡市の発達障がい者支援施策において、反映させていただきたいと考えております。

　つきましては、本日の議事録はとりまとめた後、郵送いたしますのでご確認をお願いいたします。また、訂正等ございましたら、事務局までご連絡いただきますよう、ご協力お願いいたします。
　これにて、平成28年度　第２回静岡市発達障害者支援体制整備検討委員会を閉会いたします。

　本日はありがとうございました。

閉　会
（午後４時閉会）
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